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表１　両処方の主要成分の比較�

島根型養液栽培システムでは、メロン、トマト、イ
チゴ栽培で本システムが導入されています。�
�　本システムを用いた半促成アムスメロンの栽培
は、大塚Ａ処方による管理を基本としています。し
かし、草勢が強くなる、うるみ果が発生する、着果
が安定しない、などの問題が起きています。そこで、
硝酸態窒素の成分量を約半分にしたメロン専用
処方（以下、メロン処方）による管理を行い、その
有効性について検討しました。�
�
メロン専用処方と大塚Ａ処方との違い�
メロン専用処方の硝酸態窒素成分は大塚Ａ
処方の約半分になっています（表１）。また、大塚
Ａ処方の場合、２種類の購入肥料を利用しますが、
メロン処方の場合は４種類以上の単肥を調合す
るので、調整に若干手間がかかります。なお、コス
ト面での大きな差はありません。�

以上のことから、半促成アムスメロンの栽
培にはメロン処方が有効であることが示され
ました。給液ECと給液時間についてはさら
なる検討が必要であると考えられます。�

生育及び果実品種の違い�
‘アムス’及び‘ＦＲアムス’を用いて栽培試験を
行いました。両処方による生育速度の差はなく、ほ
ぼ同時に開花、収穫を迎えました（表２）。生育全
般を通じて、メロン処方を用いた場合、大塚Ａ処
方と比較して、草勢は弱くなりました。果実品質に
ついては、１果重、糖度では両品種ともに処方間
による大きな差は認められませんでした。ネット評
価はアムスでは差がなく、ＦＲアムスではメロン専
用処方で高くなりました。また、両品種ともにメロン
処方を用いた場合、うるみ果の発生は認められま
せんでした（表３）。�

培地内及び廃液中のＥＣ変化�
培地内及び排液中のECは、メロン処方では定
植後50日あたりから、大塚Ａ処方では定植後60日
あたりから、給液ECを上回って推移しました（図１）。
環境負荷、コストの面から給液ECの制限が必要
であると考えられます。�

8�

16.6

1.2�

1.6

3�

5.1

6.2�

8.6�

8�

8.2

4.1�

3

メロン処方標準培養液EC:2.4ds/m　大塚A処方標準培養液EC:2.6ds/m

処方�
NO3－N�
(me/L)

メロン処方�

大塚A処方�

NH4－N�
(me/L)

P�
(me/L)

K�
(me/L)

Ca�
(me/L)

Mg�
(me/L)

表３　培養液処方の違いと果実品質(2004）�
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表２　培養液処方の違いと生育(2004)
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注）播種日：2月5日　定植日：3月8日�

注）ネット：粗（1）～密（5）�

図２　収穫時の様子�

図１　養液処方の違いとEC変化(2004)


